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2１ 
（１） 
ドストエフスキーの刑期満了後のトヴェーリからの兄宛の書簡をよむと、彼が異常なまでに第二作『分身』に執
（２） 
著
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
イ
デ
ー
は
冴
え
て
い
た
が
形
式
で
失
敗
し
た
」
作
品
を
彼
は
あ
え
て
全
面
的
に
改
作
し
よ
う
と
さ
え
（３） 
していた。一八六一年頃のＪｃのと推定される創作ノートには新『分身』の断片が書きとめられている。
、
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
氏
、
、
ヘ
ト
ラ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
会
合
へ
。
第
二
の
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
演
説
す
る
。
フ
ー
リ
エ
の
シ
ス
テ
ム
。
高潔な涙。たがいに抱擁Ｐ・第二のゴリャートキン密告。
翌日、ゴリャートキンは》ベドランェプスキーの会合へ出かけ、第一一のゴリャートキンが百姓や庭番にむかっ
て
、
フ
ー
リ
エ
の
シ
ス
テ
ム
を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
、
密
告
す
る
と
通
告
。
第
二
の
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ソ
は
随
劣
の
具
象
化
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
現
実
ｌ
脱
却
と
受
容
Ｉ
Ｉ 
■ 
： 
近
田
友
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い
る
小
説
と
い
っ
て
も
よ
い
．
ド
ス
ト
ラ
ス
キ
ー
文
学
の
人
物
の
原
型
ｌ
「
夢
想
家
」
は
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
に
よ
っ
て
馨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
夢
想
家
」
は
現
実
か
ら
の
飛
翔
を
願
望
し
、
日
常
か
ら
の
脱
却
を
希
求
し
て
い
る
。
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
氏
の
変
身
願
望
ｌ
他
者
へ
の
呼
び
か
け
が
、
第
二
の
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
を
生
む
が
、
そ
の
根
抵
に
あ
る
も
の
は
、
現
実
へ
の
不
信
で
あ
り
、
現
実
の
処女作『貧しき人を』においても「夢想家」はすでに存在している。当時流行のセンチメンタル小説と小官吏小
説
を
適
度
に
混
濡
し
た
総
構
を
も
っ
た
作
品
ｌ
『
貧
し
き
人
々
』
朧
．
「
失
敗
す
れ
ば
ネ
ヴ
ァ
河
に
飛
び
込
む
つ
も
り
」
だ
っ
た
作
者の過度にまで鋭敏な計算のうえに立ってかかれた文章であったから、『分身』ほど明確ではないが、ジェーヴシ
キ
ソ
は
単
に
虐
げ
ら
れ
た
貧
し
い
人
間
で
は
な
い
。
逃
が
れ
得
な
い
自
分
の
日
常
生
活
に
密
着
し
、
そ
の
生
を
肯
定
し
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
生
活
は
偶
然
出
現
し
た
遠
縁
の
娘
ヴ
ァ
ー
リ
ソ
ヵ
を
よ
す
が
と
し
た
夢
想
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
リ
ン
ヵ
と
の
交
際
は
現
実
で
あ
っ
て
現
実
で
な
い
。
少
く
と
も
彼
に
は
そ
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
。
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
処
女
作
の
独
創
は
、
主
人
公
の
こ
の
現
実
感
覚
に
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
リ
ン
ヵ
と
い
う
少
女
は
実
在
し
、
交
信
も
で
き
れ
ば
逢
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
や
は
り
彼
女
は
彼
の
夢
想
の
な
か
に
住
む
人
物
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
リ
ン
ヵ
は
須
奥
の
間
デ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
の
前
に
姿
を
現
わ
し
、
去
る
。
そ
の
間
彼
女
を
楓
と
し
て
デ
ェ
ー
ヴ
シ
キ
ン
が
織
っ
た
夢
が
彼
の
現
実
で
あ
り
、
生
活
で
あ
っ
た
。
おそらく、第一作をかきあげてからドストエフスキーは彼自身の〃水脈〃につき当ったことを知ったのであろう。
現
実
に
居
な
が
ら
現
実
を
綴
祝
し
忌
避
す
る
人
間
自
己
自
身
の
な
か
に
「
菫
」
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
人
間
Ｉ
「
夢
想
家
」
を核とした小説を彼はかこうとした。『分身』はこの作家の意識の深化分だけ構想が明確になっている。
否定である。
「
夢
想
家
」
を
生
む
素
地
は
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
現
実
感
覚
の
特
異
さ
に
あ
る
。
ゴ
ー
ゴ
リ
も
周
知
の
よ
う
に
現
実
不
信
の
う
え
に虚構の文学世界を築いた作家だが、ドストェフスキーよりは或る意味では「明解」であるともいえる。それはゴ
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いうなれば、ドストェフスキーには、現実が二重にふえる資質があり、現実の向うにある「なにか」を信じ、見
ようとする傾向がある。彼の文章がファンタスティックであるとすれば、それは現実世界の彼方の「なにか」への
ドストエフスキーの根源的な希求である。『弱い心』は砂たる小品にすぎないが、彼の文学の主人公にこの感覚が
あらわれてきたことは注意しておきたい。それは、「夢想家」が自分の周囲の身近な現実だけでなく、大きな拡が
りをもった世界に目を転じてきていることを意味しているからである。
麹このドストニフスキーの〃原体験〃は、十余年の歳月をへだてて流刑後のフニリェトソ『・ヘテルプルクの夢』で
くりかえし語られる。セミョーノフスキー練兵場ですでに「死」を体験し、〃金色の光〃を見てしまった「夢想家」
１ゴリの形而上的感覚の稀薄さのせいであるかも知れない。ドストェフスキーの現実描写には同時に不可視のもの
を描き出そうとする二璽性のようなものがある．例えば、『分身』より二年後の『弱い心』にあらわれた描写Ｉ
ネヴァ河に近づいた時、私は一寸足を止め、凍ってもやっている遠方を、河に沿ってするどく見やった。霞
んだ地平線の向うで燃え尽きようとしている夕焼の最後の赫紫色にそれは突然染めあげられた。夜が街に拡が
っていて、雪が凍って盛り上がったネヴァ河の広大な河面には落日の反映とともに、あたり一面数限りない針
のような霜の火花が撒き散らされていた。寒さは零下二十度にもなってきた……冷たい湯気が疲れきった馬か
らも走って行く人為からも立ち昇った。凝結した空気はごくわずかな響きにも震えた。両側の河岸に並んだ家
の屋根からは柔な、巨人のように煙の柱が幾筋も立ちのぼって、寒々とした空を、途中でもつれたり、解けた
りしながら上へ上へと動いて行く。新しい建物が古い建物の上に立ちあがり、新しい街が空中につくりあげら
れたかのようであった……つまり、そこに住む人を、強者も弱者も、彼らの住み家も乞食の隠れ家も金殿王楼
もすべてこのたそがれの一刻には、ファンタスチックな、魔法めいた幻影に似通ってくる。そして次にはその
（４） 
幻が忽然と見陰えなくなり、湯気になって蒼黒い空に消え失せてしまうのだ。
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塑奔鈩銅肌塗唐詐》マレ麺物盤雫壷斜鰍碓燭蝋啄啼擁朴汁Ⅶ坤工》ｈ洲轆蝋砂舵斯州訂附舘宅地鴫『州麺艸隷”坐嘔
て
あ
え
て
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
後
期
の
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
の
思
考
の
原
型
が
流
刑
以
前
の
作
品
に
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
は
改
め
て
お
ど
ろ
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
ネ
ヴ
ァ
河
の
幻
影
」
は
そ
の
な
か
で
も
際
立
っ
て
い
る
。
流
刑
前
直
感
的
に
漠
然
と
感
じ
て
い
た
も
の
を
、
流
刑
後
再
確
認
し
、
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
と
い
う
形
を
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
ネ
ヴ
ァ
河
の
幻
影
」
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
他
に
な
い
。
Ｆ
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
現
実
感
覚
を
彼
の
認
識
の
根
抵
を
な
す
も
の
と
し
て
再
度
と
り
上
げ
、
深
化
させてゆく。「この時から私の存在は始まった」とは、彼のこの認識の自覚に他なるまい。
『
弱
い
心
』
で
直
感
し
た
た
そ
が
れ
の
ネ
ヴ
ァ
河
の
幻
覚
ｌ
不
可
視
の
世
界
建
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
が
刑
場
で
凝
視
し
た
教
会
堂の丸屋根に反射する〃金色の光〃によって、いわば、「裏打ち」されたと言ってよい。以後ドストニフスキーは
彼
の
認
識
の
極
点
に
こ
の
〃
金
色
の
光
〃
を
い
だ
き
つ
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。
『
弱
い
心
』
の
幻
覚
も
〃
金
色
の
光
〃
と
重
な
っ
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
ち
、
作
家
は
フ
ェ
リ
エ
ト
ン
で
直
接
的
に
こ
の
〃
原
体
験
〃
を
く
り
返
し
語
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
出
発
点
か
ら
流
刑
後
ま
で
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
は
「
夢
想
家
」
に
執
心
し
、
夢
想
の
世
界
を
語
り
つ
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
彼
に
急になにか不可思議な想いが私のなかでうごめき始めた。私は身震いした。その瞬間、私の心には、力強い、
これまで知らなかった感覚が柔ちあふれて、突然沸きたった血の熱い泉に満たされたような気がした。私はそ
のとき、今まで心の中でうごめいていたばかりで、まだ意味のとらえられなかった或るものを悟ったかのよう
であった。それはさながら、なにか新しい或るもの、全く新しい世界が見えてきたかのようであった。ただな
に
か
漢
と
し
た
噂
に
よ
っ
て
幽
か
に
知
っ
て
い
た
だ
け
の
、
私
に
は
未
知
の
新
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
か
ら
私
は
（５） 
私の存在が始まったものと考えている…・・・
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2５ 
ペテルプルクという都のもつ独自な幻想性を最初に指摘したのは、勿論、プーシキソだが、ドストェフスキーの
資質はこの都市の特異性と適合し、そこに先人以上のものを見ようとしている。『弱い心』の一シーンは『ペテル
プルクの夢』で執勧にくり返され、ネヴァ河の情景は、また形をかえて、ラスコーリ一一コフの視界のまえにあらわ
れる。
とってば単なる夢想ではなく、現実以上の現実なのである。現実からの逃避、変身願望という形で始まったドスト
エフスキーの夢想の世界は、『弱い心』では現実の向う側になにかあるものを感じ、見ようとするものになる……
ドストエフスキーの「夢想家」はこの地点でひそかに大きく変貌している。
『ベテルプルクの夢』の場景とラスコーリ一一コフのネヴァ河の．ハノラマは時間的に多少ずれはあるものの、ほと
んど同じシチュエーシ薑ソ嘉いている．それば、いわば、現実と彼方との接点ｌ現実の裂け日或いば、現実
の境界の果ｌに触れている部分だが、繭者で朧、漠然としたままであった川もの“を後者では、冷気を吹きかけ
てくる「唖で聾の霊」と定義している。それは単なる無ではなく、明らかに虚無である。捉えどころのない、一切
彼が大学に遮っていたころ、いつも’といってもおもに帰り途だったがＩかれこれ百度もいま立ってい
るこの橋の上に立ちどまって、このほんとうに壮麗な．ハノラマにじっと見入っていると、その度にある一つの
漢とした解釈の出来ない印象に驚きをおぼえたものだった。一」の壮麗な．〈ノラマからはいつもなんとも言えな
い冷気が漂ってくる。彼にとっては、この華やかな光景が唖で聾の霊に染ちているのだった。彼はそのたびに
この陰気な謎めいた印象に驚き、自分を信じられないまま、その解答を将来にのばしてきた。そしていま彼は
（６） 
突然この以前に解き得なかった疑問をはっきりと思い出した。（『罪と罰』第二篇第二章）
Ⅱ 
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2６ 
人
間
と
の
か
か
わ
り
蔓
拒
す
る
Ⅷ
；
ｌ
無
桑
な
底
な
し
の
空
虚
を
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
臓
示
そ
う
と
し
て
い
る
．
スヴィドリガイロブは「永遠」を「田舎の湯殿糸たいな四隅に蜘蛛の巣のはった煤けたちっぽけな部屋」のよう
なものと語っているが、これもラスコーリーーコフの見た虚無を裏側から表わしているのであろう。蜘蛛の巣さえ手
がかりにしようとするのがスヴィドリガイロフの真意なのであろうか。「もう少し気安めになるような公平な考え」
はないのかと詰問されたスヴィドリガイロブのラスコーリーーコフに対する冷然たる答のなかに彼が凝視していた虚
無の深さがうかがえるｌ「もう少し公平な？そりゃわかりませんよ。ことによったら、これがあなたのｕ一一二る
（７） 
公平なのかも知れませんからね。それに私は必ずわざとでしそうしたいんですよ」
スヴィドリガイロブは、ラスコーリーーコフが「公平」の意味を解したいことに苛立つ。同じ〃もの〃を凝視して
いながら、ラスコーリーーコフは「蜘蛛の巣」の意味を感知していない。ドストエフスキーはそこに二人の差を描き
出そうとしているのであろう。ラスコーリーーコフがガス燈の光に映えて真直に降るぼた雪を語り、生へのきっかけ
をつかめたのも、「蜘蛛の巣」の意味がわからなかったお蔭かも知れない。スヴィドリガイロフは「蜘蛛の巣」の
意味を知りすぎ、そのまま「外国」へ旅立つ。
『弱い心』、コテルプルクの夢』のドストニフスキーの〃原体験〃は、スヴィドリガイロブで一つの極北に達す
るが、次作『白痴』でその対極にムイシキン公爵のスイスの山中の挿話をおいているのは、その体験の重層的構造
を
物
語
っ
て
い
る
。
太陽はさんさんと輝き、空はあくまで菅く、こわいような静けさです。そんなときです。どこかへ行きたい
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
の
は
。
も
し
そ
の
ま
ま
真
直
ぐ
に
、
ぐ
ん
ぐ
ん
ど
こ
ま
で
も
歩
い
て
行
っ
て
あ
の
地
平
線
と
空
が
接
し
て
いる向う側まで行けたら、そこでは、一切の謎が解き明かされていて、われわれの生よりも千倍も力強く活気
に溢れた新しい生を見出すことが出来るのだ、とそう思われたのです。ナポリのようなあんな大きな町が絶え
ず
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
宮
殿
と
、
ざ
わ
め
き
と
、
ど
よ
め
き
と
、
生
命
が
あ
る
の
で
す
。
ｑ
白
痴
』
第
一
篇
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陽光を浴びて飛びまわっている一匹の繩すらその所を得て「宇宙の調和」に参加しているのに、何故自分だけが
〃除け者〃なのか。その「調和」のために何故他ならぬ私の生命が必要なのか。そういう理不尽とも糸える形で存
在者を存在させている”もの“は何なのかＩイッポリートほ自分の生命と引きかえにこの間を解こうとする。イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
は
、
彼
の
焦
燥
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
に
は
沈
黙
し
か
か
え
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
「
マ
イ
エ
ル
の
壁
」
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
病
気
の
間
中
、
所
在
も
な
く
眺
め
幕
し
た
マ
イ
エ
ル
家
の
壁
は
、
そ
の
し
糸
の
小
さ
な
模
様
の
一
つ
一
つ
に
い
た
る
ま
で
彼
の
脳
裡
に焼きついている。それは意味を求めるイッポリートに答える無意味そのものである。
幻人間が宇宙の調和からはずれているのではないかというのは十七歳のドストニフスキーの感覚であり、認識であ
「一切の謎が解き明かされる」地点は、セミョーノフスキー練兵場でドストエフスキーが見た教会堂の丸屋根の
〃
金
色
の
光
〃
の
謎
に
重
な
る
９
刑
場
で
凝
視
し
つ
づ
け
た
光
は
こ
の
世
界
と
彼
方
の
世
界
と
の
接
点
で
あ
り
、
以
後
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
終
生
、
こ
の
〃
金
色
の
光
〃
を
意
識
し
つ
づ
け
る
。
こ
の
接
点
の
先
に
。
切
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
る
」
地
点
が
在
る
と
彼
は
信
ず
る
。
そ
れ
は
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ー
ー
こ
う
、
ス
ヴ
ィ
ド
リ
ガ
イ
ロ
ブ
の
覗
き
見
た
虚
無
を
も
含
糸
な
が
ら
、
な
お
、
万
物
を
包
糸
こ
む
鱸
ｌ
そ
の
自
己
否
定
と
し
て
存
在
を
在
ら
し
め
て
い
る
灘
在
ｌ
で
あ
ろ
う
か
。
『
白
痴
』
で
は
ム
イ
シ
キ
ン
と
対
蹄
的
立
場
に
位
瞳
し
な
が
ら
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
が
、
こ
の
存
在
を
在
ら
し
め
て
い
る
〃
も
の
〃
を
気
に
し
て
い
る
。
余
命
二
、
三
週
間
と
宣
告
さ
れ
て
い
る
こ
の
少
年
は
、
世
界
の
「
調
和
」
と
は
何
か
と
い
う
問
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
る
。
死
刑
囚
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
〃
金
色
の
光
〃
の
謎
を
解
く
こ
と
を
せ
き
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
イ
ヅ
ポ
リ
ー
ト
も
一
刻
も
早
く
こ
の
問を解かねばならない。
ろうか。
ムイシキンがここで体感しているのは、いわば、実在ともいうべき一つの絶対の世界であろう。ムイシキソは、
一切の存在の根抵に在るものとして〃それ〃に触れている。あるいは、ムイシキンだから触れ得たというべきであ
（８） 
第五章）
Ａ
■
 
Hosei University Repository
（９） 
躯った。彼はこの悩率から文学青年の道を辿ってゆくことになる。この認識は彼の生涯の原点であり、三十余年の歳
月をへて漸くイッポリートの「告白」に再び姿をあらわす。ドストニフスキーの問は、飛びまわっている一匹の蝿
としてあらわされると同時に、「マイエルの壁」をさらに加えることによって増幅される。
「宇宙の調和」にくゑこまれている蝿の命とはずれているイッポリートの生、余命わずかで消えてゆく彼の生命
と無表情に存在しつづけるであろうマイニルの壁。イッポリートはマイエルの壁のし糸に自分の生命を刻承つけよ
うとする。自分の死後も確実に存在しつづけるであろう壁がイッポリートを苛立たせ、それがまた彼の現在の生の
確認につながる。マイエルの壁を敵視することによってイッポリートは存在している。自分が「宇宙の調和」から
はずれて、この世界に無意味に投げ出されている〃意味〃をマイエルの壁と対峠することによって探ろうとする。
彼は壁を忌☆しく感じながら、それから目をそらすことが出来ない。彼はそこに彼の存在そのものの姿を見据えて
いる。彼の存在の形は、つねに壁との対比の中にある。
マイニルの壁は、イッポリートの存在の形をうつす「鏡」であると同時に、その形を変えさせてゆく「日常性」
の象徴でもある。暗愚ともみえる日常性は、無感動に、しかし、確実に、彼の生を徐々に侵してゆく。ドストェフ
スキーの主人公たちはその初期より、日常性からの脱出、飛翔に執心したが、イッポリートに至って日常性そのも
のの姿が、観念ではなく具体的に描かれるようになってくる。それは人間を囚えて寸刻も放そうとしないもの、そ
の無意味とも承える姿でそのなかに一切の存在物を無感覚に平然と包承こんでしまうものである。日常性の何食わ
ぬ顔の背後には冷然たる自然律が支配していることをイッポリートは感知するが、この日常性に対する彼の認識は
そうだ、あのマイエルの家の壁はいろんなことを語り伝えることが出来るはずだ！あの壁にぼくはいろん
なことを醤きとめたのだ。あの汚れた壁にぼくが諸んじていないようなしみなどありはしない。呪われた壁
（⑩） 
よ！（『白痴』第三篇第五章）
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2９ 
アルヵージイの理解する日常性は自然律そのものと言ってもよい。彼の人間としての存在を根本から律している
自然律にアルヵージイは抵抗をおぼえる。究極的には自由をもたない人間存在としての自己と、人間の本来的な自
由はどうかかわるのか：…・アルヵージイは彼の希求する〃自由〃が日常性のなかで囚われてゆくことを感ぜざるを
得ない。彼にはそれが綴の種なのだ。「ロスチャイルドになった後一切を放榔し絶対の自由を獲得する」にしても、
根
元
に
お
い
て
絶
対
の
自
由
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
喉
も
と
を
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
「
自
由
」
で
し
か
な
い
。
先
人
た
ち
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
は
こ
の
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
認
識
を
七
年
後
、
『
未
成
年
』
の
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
に
継
続
さ
せ
る
。
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
には、勿論、死を凝視する病者の感覚はない。しかし、彼の認識にはイッポリートと同じ感覚が流れ、日常性への
理解はさらに深化している。
アルヵージイははげしい熱病に冒され、九日間の昏睡状態からやっと意識を回復する。今まで彼が何気なく見逃
していたものが、一つの意味をもって彼の目に映じてくる……同一時刻、同一場所に確実に射してくる陽光、自然
律の支配する何の変哲もない日常性に主人公は苛立つ。予想通りになることの愚劣さ、必らずそうなるということ
の
無
意
味
さ
を
ア
ル
ヵ
ー
ジ
イ
は
異
常
な
ま
で
に
感
じ
て
い
る
。
意識を回復して四日目の午後二時をまわったころであった。わたしは寝台の上に横になっていて、そばには
誰もいなかった。明るく晴れた日で、三時がすぎて日がかたむきかけると、赤い夕陽が部屋の壁の隅に斜めに
さしこんで、そこが明るい点となって燃え立つのを、わたしは知っていた。わたしはこの数日の経験でそれを
知っていた。そしてその現象が一時間後にかならずおこるということが、いやそれよりもそれをわたしが確実
に予知していたということが、わたしをいても立ってもいられぬほどに苛立たせた。わたしははげしく全身を
（Ⅲ） 
ふるわせて寝がえりをうった。（『未成年』第一二篇第一章二）
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3０ 
母との思い出は彼の八歳の時の神聖週間中の教会の礼拝の記憶につながるｌ帆溶く澄んだ日．幼いゾシマに添
って一心に祈る母。香炉からはかぐわしい紫の煙がゆっくりと立ちのぼり、円天井の小さな窓から降りそそぐ光の
中に融けこむ……ゾシマはこの情景を「神の言葉の最初の種子の自覚」と語っている。ゾシマは母とともに祈った
幼い自分の姿にこの世界に在ることの原点を見、現実世界を超えた一つの感覚を得ている。母はゾシマが士官学校
在学中に世を去るが、この〃記憶〃は後年の信仰者ゾシマ形成の根抵になっている。
従卒アファナーシイの存在は、この〃記憶〃を一時大きくそれた青年ゾシマの軌跡を再び元に戻したことに意味
をもつ。
キリーロフと同じ宿病を背負ったドストエフスキーは、キリーロフの境地を理解しながら、また、「肉体的変化」
を必要とする彼の認識に異感する．もし、「肉体的変化」が不可能だとしたら、日謹の世界ｌ自然律の支配
する世界で、相対的自由のなかで、人憾いかなる存在の形を見出して行ったらよいのかｌ作家はこの最後の間を
ゾシマに収れんさせようとする。
が
る
が
、
キ
リ
ー
ロ
フ
Ｊ
だ
と
彼
は
感
じ
て
い
る
。
である。
蔓の世界のなかでｌ自然律の支配する日蕊のなかで、そういう形で生かされている箇己の存在を受容する
か否か、これがイッポリートにもアルカージイにもつきつけられた問である。
キリーロフはその「聖なる病」ゆえに、日常性の裂け目に「永遠の時間」を見、日常性から飛翔して絶対なるも
のにつらなろうとする。発作の瞬間彼の時間は停止し、彼の立っている場所はこの世ならぬ地点に瞬時にしてつな
がるが、キリーロフもまた、それが常人には難しいことを知っている。そのためには人間の「肉体的変化」が必要
ゾシマの精神形成には三人の重要な人物がいるｌ母従卒アファナーシィ．天折した八歳年上の兄マルヶール
Ⅲ 
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マ
ル
ヶ
ー
ル
の
記
憶
は
ゾ
シ
マ
の
心
を
決
定
的
に
変
え
る
要
因
と
な
る
。
新
時
代
の
思
想
に
か
ぶ
れ
、
急
進
主
義
者
を
気
ど
っ
て
い
たマルヶールは、死病にとりつかれてから全く人間が変わってしまう。過激な否定からこの世の一切を肯定し、受
容
し
よ
う
と
す
る
人
間
に
変
貌
す
る
。
人
は
す
べ
て
の
も
の
に
対
し
て
罪
が
あ
り
、
こ
の
世
の
す
べ
て
は
美
し
い
と
い
う
マ
ル
ヶ
ー
ル
の
考
え
方
の
意
味
を
ゾ
シ
マ
は
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
イ
を
契
機
と
し
て
漸
く
理
解
し
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
マ
ル
ヶ
ー
ル
を
イ
ヅ
ポ
リ
ー
ト
と
同
じ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
は
「
宇
宙
の
調
和
」
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
に
苦
し
ふ
、
こ
の
世
に
意
味
も
な
く
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
、
、
……余命一一、一一一週間という確実な時間の中で自分だけがその存在を抹殺されるという被選別者としての存在の意味
を捉えることが出来ない。「宇宙の何のためかわけのわからないプラス、マイナス」の故に自分の生命が必要だと
いうことをイッポリートは承服しない。
マルヶールは投げ出されているという認識をすてて、この世に生かされているという感覚を採る。二人の少年は
こ
の
点
で
全
く
対
雛
的
な
地
点
に
立
つ
。
マ
ル
ヶ
ー
ル
は
死
を
前
に
し
て
直
感
的
に
こ
の
宇
宙
と
の
連
帯
感
覚
を
得
る
が
、
ゾ
シ
マ
は
老年に至って亡兄の感覚を悟り、その感覚を客観化することに腐心する。
ゾシマの世界観は、生かされて「在る」ということに尽きる。それは実在のあらわれとしての現実世界の受容で
あ
り
、
菱
の
向
う
に
あ
る
卿
も
の
卿
ｌ
実
在
と
の
一
致
を
希
求
す
る
篝
で
あ
ろ
う
．
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
、
ア
ル
ヵ
ー
ジ
イ
は
、
無
意
味
に
凡
庸
に
く
り
返
さ
れ
て
ゆ
く
「
日
常
」
に
苛
立
っ
た
。
正
確
な
毎
日
の
時
間
の
推
移に人間をしばる自然律を見、その根抵に虚無を認めた。一方ゾシマは、そこに一点の揺るぎもない宇宙の運行を
脳裡によ承がえる。
夜会帰りの勢いで青年将校ゾシマはアファナーシイにむかっ腹を立て、力まかせに二度も彼の顔面を殴打する。
直立不動のまま、何の抵抗も承せず殴られ放しの従卒の姿にある精神的震憾を覚えたことが、ゾシマの精神的な一
大転機となる。従卒が彼のなかの「神」を呼びさましたというべきことでもあろうか。
ゾシマ青年に精神的転機が訪れると同時に彼は幼年時代を思い出し、天折した兄マルヶールのことが鮮明に彼の
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3２ 
知覚し、その根元に「絶対者」を見ようとする。
人
間
存
在
健
、
実
在
の
自
己
棗
と
し
て
の
存
在
か
、
単
に
こ
の
世
界
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
存
襄
か
ｌ
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
の
津
。
Ｒ
○
・
日
目
は
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
。
ゾシマの世界は実在の表現としての現実であり、人はこの世界とつらなっている他界に達しうると考える、いわ
ば、「重層の世界」である。そしてそれは究極的には一つの世界なのである。人は平常はその一部分を見ているに
すぎないが、あるシチュエーションのもとではその全貌を垣間承ることができる。その瞬時の感覚を定着しようと
するのが信仰というものだと彼は信ずる。世界は一つの円なるものであると考えれば、人はその下半分で生き、そ
の世界を知覚しているにすぎない。円なる世界の認識がなければ、投げ出されているという感覚をもつのは必然で
あ
ろ
う
．
円
な
る
世
界
と
の
連
帯
感
ｌ
未
知
の
上
半
分
の
認
識
が
人
間
存
在
の
唯
一
の
支
え
に
な
る
。
ゾ
シ
マ
の
續
仰
臓
あ
げ
て
こ
の認識の獲得にかかっている。
ゾ
シ
マ
は
人
間
と
宇
宙
と
の
対
立
関
係
を
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
者
に
触
れ
よ
う
と
す
る
。
す
べ
て
の
現
実
は
、
地
上
の
一
切
の
存在は、実在の表現であるｐ絶対者の自己表現として世界は在る。アファナーシイもマルヶールもゾシマもすべて
等しい絶対者の表現点である。
……すべてのことは大海のようなものであって、ことごとく流れ集まり、相接しているが故に、一端に触れ
れば世界の他の一端にひびくのである。
…
…
こ
の
地
上
に
錆
い
て
は
多
く
の
も
の
が
我
裁
の
目
か
ら
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
代
り
琴
健
他
の
世
界
ｌ
天
上
の
、
よ
り
高
い
世
界
と
生
き
た
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
る
と
い
う
神
秘
な
貴
い
感
覚
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
我
々
の
思
想
感
情
の根元はこの世になくして、他の世界に存すのである。哲学者が事物の本資をこの世で理解することが不可能
（皿）
だと言っているのはこの故である。（『カラマーゾフの兄弟』第二部第六篇第一一一章（Ｊ））
と
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3３ 
自己も他者も一切の衆生は生かされて「在る」。人間は「孤児」ではなく、円なる世界につらなっている。十七
歳のドストエフスキーの認識は、ここで漸くその最深部に達する。
教会堂の丸屋根の金色の光、ネヴァ河の幻影、ラスコーリーーコフのネヴァ河の．ハノラマ、スヴィドリガイロブの
蜘蛛、ムイシキンの山中の想い、イッポリートの繩のコーラス、マイエルの壁、スタヴローギンの黄金時代、キリ
ーロブの絶対調和の庵アルヵージイの夕陽の移るいＩすべてを含んだゾシマの認識朧、作家の生の終りととも
に、その円なる世界を閉じようとする。
ｖ・トマシェフスキー他縞ゴス・イズ版ドストエフスキー定本全集第十二巻八作家の日記ｖ二九七’八頁国
立
出
版
所
モ
ス
ク
ワ
・
レ
ー
ラ
グ
ラ
ー
ト
一
九
二
九
年
（３）ｖ・シチニルビナ他編『未刊のドストニフスキー』第二ノート一七八頁「ナウヵ」出版所モスクワ一九七一年
（４）ｖ・・ハザーノプ他編ドストニフスキー三十巻本全集第二巻八短篇・中繍ｖ四八頁「ナウカ」出版所レーーング
（２）『作家の日記』一八七七年十一月号第一章二ｌ「この小説は完全に失敗してし震ったけれどイデー朧冴えたもので、
イデーの点であれほどまともなものはその後自分の文学で試糸たことがないほどである。しかし、この小説の形式はま
Ｊ
注
、
、
（１）一八五九年十月一日付兄、入イル宛轡簡ｌ「この序寳つきの改訂版砿全く新作ともいうべき鰄値があります・彼らも
ついに『分身』のなんたるかを悟るでしょうｐぼくは世の人々の関心を大いにそそるものと期待しています。一言にして
言えば、ぼくはすべての人とに戦いを挑むのです（要するに、もし今『分身』を改訂しなかったら、一体いつそれをする
時があるのでしょう？なぜぼくはあの素晴らしいイデーを失わなくてはならないのでしょう。あれは社会的重要性から
言っても実に大きな典型で、ぼくがその最初の予言者だったのです」．
Ａ・ドリーーーン編ドストニフスキ－審筒全集第一巻二五七頁国立出版所モスクワ・レニングラート一九二
八年ったく失敗であった」
Hosei University Repository
8４ 
ラ
ー
ト
一
九
七
二
年
（
５
）
同
前
全
集
第
十
九
巻
八
論
文
・
小
品
ｖ
六
九
頁
同
前
一
九
七
九
年
（
６
）
同
前
全
集
第
六
巻
八
罪
と
罰
Ｖ
九
十
頁
同
前
一
九
七
三
年
（７）『罪と剛』第四篇第一章六二一二頁
（
８
）
同
前
全
集
第
八
巻
八
白
痴
ｖ
五
二
頁
同
前
一
九
七
三
年
（９）一八三八年八月九日付兄覺ハイル宛樹簡ｌ「……人間の宿命として与えられている状臘はただ一つです．人間の魂の
雰囲気は天と地の合流から成っています。人間はなんと理法にはずれた子供でしょう。精神的自然の法則が破られている
のですから……この世界は、罪深い想いに鯉らされた天の精鍵のための煉歎のような気がします。この世が否定的な意味
をもったので、高遠で優美な、精神的なものから皮肉が出て来たように思われ霞す。もしこの画面の中に、全体と効果も
思想も頒たない人間、つまり、全く関係のない人間が飛び込むとしたら、どうでしょう？画面は台なしになって存在す
ることが出来なくたります１」
，
同
前
聾
簡
全
集
四
六
頁
（
、
）
同
前
全
集
第
八
巻
八
白
痴
ｖ
三
二
六
頁
同
前
一
九
七
三
年
（
、
）
同
前
全
集
第
十
三
巻
八
未
成
年
ｖ
二
八
三
頁
同
前
一
九
七
五
年
（
⑫
）
同
前
全
集
第
十
四
巻
ハ
ヵ
ラ
マ
ー
ゾ
ブ
の
兄
弟
Ｖ
二
八
九
頁
同
前
一
九
七
六
年
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